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安全上の注意

シンボルについて

三角形の中に稲妻があるマークは、感電の危険が
ある絶縁されていない｢危険な電圧｣がケース 内
に存在していることを 警告しています 。

 三角形の中に感嘆符があるマークは、本製品に添
付してある 取扱説明書に記述してある 操作と保
守（サービス）に関する重要な指示を参照するよ
うユーザーに 示しています 。

本製品をご使用になる前に、以下の安全に関する注意事項
の該当項目をよくお読みください。

  

1. 後日必要な時に参照できるよう、この文書を安全な場
所に保管してください 。

2. この文書をお読みください。
3. 警告事項に留意してください 。
4. 全ての指示に従ってください 。
5. 警告！火災または感電の危険を回避するために：

– このユニットが 雨や水分に接触しないよう注意し
てください。

– 本機を水分や液体から保護してください 。
– 飲料などの液体が入った容器を本機の上に置かな

いでください。
– 本機が濡れている場合や液体中にある場合には、本

機を作動しないでください。
6. 必ず筺体のアース 線を接地してから 本機を運転して

ください。
アースプラグの 安全機能を解除しないでください。
アースプラグにはブレードが  2 本とアース 用の端子
が付いています。アースプラグ （接地型プラグ）のア
ースは 安全のために備わっています 。
備え付けのプラグがお使いのコンセントに適合しな
い場合は、電気技術者に依頼し、古いコンセントを新
しいものと交換してください 。

7. 本器を使用する際には、付属の電源コードのみを使用
してください 。

8. 電源コードが破損したり、擦り切れたりしている 場
合、本機を使用しないでください。電源コードを踏ん
だり、プラグや機器から出た部分がはさまれたりしな
いように保護してください 。

9. 本機は 19 インチラック用です。取り付けの指示に従
ってください 。キャスター付きのラックを使用する
場合、転倒して 負傷しないよう、ラックを慎重に移動
させてください。

10. 雷が鳴っている 時や長期間使用しない場合には電源
プラグをコンセントから抜いてください。

 12. 機器に接続された全てのケーブルは 、車両が上を通過
したり他の機器の下敷きになったり、人に踏まれたり
しないようにしてください 。

13. サービス業務は相応の資格を有するサービススタッ
フにご依頼ください。次のような破損が生じた場合、
サービス業務が必ず必要となります。
– 電源コードまたはプラグが破損してしまった 場合
– 本機の内部に液体が入ってしまった 場合
– 本機の内部に異物が入ってしまった 場合
– 本機が雨中または湿気にさらされた場合
– 本機が正常に動作しない場合
– 本機が落下した場合、または筺体が破損した場合
– 天板または底板を外さないでください。カバーを

外すと 危険な電圧が露出します。内部にはユーザ
ー自身が修理できる部品はありません。部品を取
り外すと 保証対象外となります。

14. 経験豊かなユーザーが 常に機器の監督を行なってく
ださい。特に経験の浅いユーザーや 未成年者が本機
を使用する場合には、注意を払ってください 。

安全上の注意
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使用用途

d&b 40D アンプは固定設備専用であり、対応する d&b ラウ
ドスピーカーとのみ 使用が可能です。LINEAR 設定を使用
すれば、本アンプは固定設備用途専用のリニアパワーアン
プとして 使用することが可能です。

注意!

本機は EN 55032:2019 Class B（居住施設）の電磁両立性に
関する規格（製品群規格：プロフェッショナル 用途のオー
ディオ 、ビデオ、オーディオビジュアル 、エンターテイン
メントライティングコントロール 機器）に準拠していま
す。
高周波トランスミッター （ワイヤレスマイク 、携帯電話
等）の付近で本機をご使用になると、音響干渉や誤動作が
生じることがあります。これによって 機器が破損するこ
とは無いと思われますが、断定はできませんのであらかじ
めご注意ください。

1.1 このマニュアルについて
本機は機能を豊富に備えた複雑な機器です。それを考慮
し、本マニュアルでは 、基本的な安全上の注意事項に加え
て、重要な技術仕様や起動方法などを説明しています 。
全ての情報が記載されている本マニュアルの 完全版（Þ
リファレンス・マニュアル ）は、d&b ウェブサイト

（www.dbaudio.com）の関連製品のページにダウンロードを
ご用意しています 。

1.2 ラウドスピーカータイプ
各チャンネルで駆動可能な 大キャビネット 台数もラウ
ドスピーカーの機種によって 異なります。これは、各ラウ
ドスピーカーのマニュアル 、また、d&b ウェブサイト

（www.dbaudio.com）の各ラウドスピーカー製品ページのデ
ータセクションに記載されています。
1 チャンネルあたりの 小推奨インピーダンス 値は 4Ω
です。

公称インピーダンス 値 チャンネル/キャビネット
4 Ω 1
8 Ω 2

12 Ω 3
16 Ω 4
20 Ω 5

このアンプが対応している d&b ラウドスピーカーのリス
トは、アンプのファームウェアのリリースノートに 記載さ
れています。 新版は d&b ウェブサイト

（www.dbaudio.com）をご確認ください。

1 使用用途

 

d&b 40D スタートアップマニュアル  1.5 ja 5

http://www.dbaudio.com
http://www.dbaudio.com
http://www.dbaudio.com


付属品

本機をご使用になる前に、付属品が全て揃っているか 、お
よびその状態を必ず確認してください 。
本機または電源コードの外観に損傷がある場合には、本機
の運転を避け、ご購入いただいた販売代理店までご連絡く
ださい。

番号 量 d&b 品番 内容
[1] 1 Z2830 d&b 40D アンプ
付属：
[1.1*] 1 Z2612.xxx 電源コード（国によって 異なります*)
[2] 9  3 ピン Phoenix Euroblock メス：

▪ 入力/リンク/ FAULT コネクターソケット用。
▪ コネクタータイプ ：MSTB 2.5 / 3-STZ - Phoenix 注文コード: 1776168

[3] 2  4 ピン Phoenix Euroblock オス:
▪ スピーカー出力 コネクターソケット用。
▪ コネクタータイプ ：IPC 5/4-STF-7.62 - Phoenix 注文コード: 1709173

[4] 1  9 ピン Phoenix Euroblock メス：
▪ GPI コネクターソケット用。
▪ コネクタータイプ ：MSTB 2.59-STZ-5.08 - Phoenix 注文コード: 1764316

[5] 1  5 ピン Phoenix Euroblock メス：
▪ GPO コネクターソケット用。
▪ コネクタータイプ ：MSTB 2.55-STZ-5.08 - Phoenix 注文コード: 1776142

[6] 1 D2036.JP .01 d&b 40D スタートアップマニュアル .

     

 
Z2612.000
3 ピン Schuko
CEE 7/7

 Z2612.010
3 ピン UK
BS 1363A

 Z2612.025
3 ピン U.S.
NEMA L6-20P

 Z2612.035
3 ピン 日本
NEMA L6-20P

 Z2612.040
3 ピン 韓国
KS C8305

 Z2612.050
3 ピン オーストラ
リア
AS 3112

 Z2612.060
3 ピン 中国
GB 2099

     

  
Z2612.070
3 ピン スイス
SEV 1011

 Z2612.090
3 ピン デンマーク
Afsnit 107-2-D1

 Z2612.100
3 ピン 南アフリカ
SANS 164-1

 Z2612.110
3 ピン アルゼンチ
ン
IRAM 2073

 Z2612.120
3 ピン ブラジル
NBR 14136

 Z2612.130
3 ピン インド
IS 1293

  

*主電源プラグタイプと 関連基準
(類似したイラスト 、正しい縮尺で表示されていません )

2 付属品
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技術仕様

使用条件
動作温度 (*継続使用/**短時間使用)

–10 °C ... +40*/+50** °C (+14 °F ... +104*/+122** °F)
保管温度 –20 °C ... +70 °C (–4 °F ... +158 °F)
相対湿度、結露なきこと 70%

電源
自動主電源範囲選択とアクティブ 力率補正 (PFC)機能を備えたス
イッチドモード電源。
電源コネクター powerCON® TRUE 1 TOP
定格主電源電圧　(ハイレンジ) 208 - 240 V、 50 - 60 Hz
定格主電源電流 (ハイレンジ) 13 A
定格主電源電圧　(ローレンジ) 100 - 127 V、 50 - 60 Hz
定格主電源電流 (ローレンジ) 20 A

消費電力（一般値）
スタンバイ 13 W
アイドル 130 W
ピーク出力 2900 W

オーディオパワー出力
SPEAKER OUTPUTS A/B/C/D 2 x 4 ピン Phoenix Euroblock メス
出力 @ 23 °C (73.4 °F) – 230 V AC / 50 Hz、8/4 Ω：
EIA-426B Noise CF 12 dB 4x 2000 W / 2400 W
EIA-426B Noise CF 9 dB 4x 2000 W / 1300 W
EIA-426B Noise CF 6 dB 4x 1150 W / 700 W
バースト  1 kHz  
20 ms フル、480 ms –20 dB 4x 1150 W / 1200 W
ロングバースト  1 kHz  
200 ms フル、600 ms –20 dB 4x 750 W / 700 W
正弦波 1 kHz、短時間–全チャンネル

4x 2000 W,4 ms / 2400 W,5 ms
正弦波 1 kHz、短時間–シングルチャンネル

1x 2000 W,2 s / 2400 W,110 ms
正弦波 1 kHz、長時間、 +40 °C (+104 °F) 、4Ω 4x 250 W

大出力電圧/電流 180 V ピーク  / 35 A ピーク

周波数特性 (–1 dB、リニアモード) 35 Hz – 25 kHz
ゲイン (リニアモード @ 0 dB) 31 dB

出力ノイズ / ダイナミックレンジ
出力ノイズ (BW 20 kHz) / ダイナミックレンジ  (BW 20 kHz、
180 Vpk を参考)  
アナログ入力 350 µVRMS / 111 dB
アナログ入力、周波数重み付け特性 A 250 µVRMS / 114 dB
デジタル 入力 200 µVRMS / 116 dB
デジタル 入力、周波数重み付け特性 A 150 µVRMS / 119 dB

THD+N / クロストーク
THD+N (無補正、20 – 20 kHz)  
4x 250 W / 8 Ω < –86 dB/0.005 %
4x 250 W / 4 Ω < –83 dB/0.007 %
クロストーク  (20 – 20 kHz)  
4x 250 W、8/4 Ω < –70 dBr

 保護回路
主電源および電源：過電圧および低電圧、突入電流リミッ
ター、内蔵ヒューズ 。
出力: 過電流、DC オフセット、HF 電圧リミッター、ポッ
プノイズ抑制。
冷却: 温度依存型ファン、自動復帰式温度超過保護

アナログ入力および出力
アナログ入力（INPUT / A1 - A4） 3 ピン Phoenix Euroblock オス:
ピン配列 ( ) GND, neg., pos.
入力インピーダンス 32 kΩ、電子バランス接続
CMRR @ 100 Hz/1 kHz / 10 kHz >80 / >80 / >70 dB

大入力レベル（バランス/アンバランス） +25 / +18 dBu
+27.3 dBu @ 0 dBFS

デジタル 入力および出力
デジタル 入力（INPUT -
D1/2、D3/4） 3 ピン Phoenix Euroblock オス、AES3
ピン配列 ( ) GND, AES Signal, AES Signal
入力インピーダンス 110 Ω、トランスバランス接続
サンプリング周波数 44.1 | 48 | 96 | 192 kHz
ビット深度 16 - 24 ビット
デジタル 出力（LINK - D1/2、D3/4）3 ピン Phoenix Euroblock オス:
ピン配列 ( ) GND, AES Signal, AES Signal

電子バランス接続
出力モード 主電源オン: アナログ信号バッファリング（リフレッ

シュ）
主電源オフ/パワーフェイル : バイパスリレー

ETHERNET 1 (PRI)/ETHERNET 2 (SEC)
コネクタータイプ 2 x RJ 45
ETHERNET 1 (PRI) R1 (OCA/AES70)経由のリモートコントロール

スタートポロジー
ETHERNET 2 (SEC) 現在無効

GPI/GPO/FAULT
外部電源 24 V DC ±25% (18 – 30 V DC)

電源容量 大 150 W

GPI 8 x オプトカプラー式（ガルバニック 絶縁）
ハイレベル 18 ... 30 V DC
ローレベル 0 ... 9 V DC
直列抵抗 5.4 kΩ
順電圧降下 (Uf ( 大)) 3.7 V
ピンごとの入力電流 @ 9/18/24/30 V DC

1.5/2.6/3.7/4.8 mA
コネクタータイプ 1 x 9 ピン Phoenix Euroblock オス
ピン配列 ( ) GND, GPIs 1 – 8

GPO 4 x Low-Side-Switch リレー
ハイ 閉 (共通 GPO アースに 接続)
ロー 開 (高抵抗)

大電流 1 A / 合計: 4 A
コネクタータイプ 1 x 5 ピン Phoenix Euroblock オス
ピン配列 ( ) GND, GPOs 1 – 4

FAULT 通常開 (NO)/通常閉 (NC)
1 x 3 ピン Phoenix Euroblock オス

3 技術仕様
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技術仕様

デジタルシグナルプロセッシング
システムスタートアップ 時間 < 21 秒
変換 96 kHz
アナログ入力遅延 0.3 ミリ秒
デジタル 入力遅延（AES） 0.3 ミリ秒
イコライ
ザー

2 つのユーザー 定義可能な 16 バンドイコライザ
ー

フィルターの 種類： PEQ/Notch/HiShlv/LoShlv/Asym
ディレイ 0.3 ミリ秒- 10 秒
周波数発生器 ピンクノイズまたは 正弦波 10 Hz – 20 kHz

制御および表示
RESET 凹型押しボタン (リアパネル )
TFT カラータッチスクリーン 4.3" / 480 x 272 ピクセル

 ファンノイズ
ラックマウント時、軸上で測定、フロントパネルまでの距離 1 m
(3.3 ft)、 A-weighting.

小回転数 / 大回転数（RPM） 30/50 dB (A)
室温 23 °C / 73.4 °F

寸法と重量
高さｘ幅ｘ奥行き 2 RU x 19" x 465 mm

2 RU x 19" x 18.3"
重量 13.3 kg / 29.3 lb

40D 筺体寸法 mm [インチ]
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技術仕様

*オーディオパワー出力 – 測定値:
すべてのデータは 、周囲温度 23 °C (73.4 ° F)、メイン電源
230 V AC/50 Hz の 場合に有効です。
ノイズ信号の定格は，瞬時出力電力の 大値を係数 2 で
割った値として 定義されています。

 バースト 信号の電力は、「オン」での電力を指します。
正弦波信号のピーク出力の持続時間は、 大出力電力に対
して  0.5 dB/10% の低下で定義されています。

ノイズ EIA-426B
クレストファクター 負荷 定格電力 電力平均値
12 dB 4 Ω

8 Ω
4 x 2400 W
4 x 2000 W

4 x 300 W
4 x 250 W

9 dB 4 Ω
8 Ω

4 x 1300 W
4 x 2000 W

4 x 325 W
4 x 500 W

6 dB 4 Ω
8 Ω

4 x 700 W
4 x 1150 W

4 x 375 W
4 x 575 W

1 kHz バースト
オン/オフタイム 負荷 電力
20 ms/0 dB
480 ms/–20 dB

4 Ω
8 Ω

4 x 1200 W
4 x 1150 W

200 ms/0 dB
600 ms/–20 dB

4 Ω
8 Ω

4 x  700 W
4 x  750 W

1 kHz 正弦波
使用チャンネル 負荷 最大出力 最大出力時間
1 4 Ω

8 Ω
1 x 2400 W
1 x 2000 W

110 ms
2000 ms

4 4 Ω
8 Ω

4 x  2400 W
4 x  2000 W

5 ms
4 ms

 

d&b 40D スタートアップマニュアル  1.5 ja 9



技術仕様

3.1 消費電流/消費電力と熱分散

参考測定値
すべてのノイズ 信号はアンプのリミッターが動作する直
前の 大レベル（ゲインリダクションなし ）の値を測定し
ています。
ノイズ CF 12 dB: EIA-426-B に準拠したノイズ信号、クレス
トファクター 12 dB。
これは、ライブや圧縮率の低い録音の使用例に相当するも
のです。
ノイズ CF 9 dB: EIA-426-B に準拠したノイズ信号、クレス
トファクター 9 dB。
これは、中レベルの圧縮率の録音の使用例に相当するもの
です。

 ノイズ CF 6 dB: EIA-426-B に準拠したノイズ信号、クレス
トファクター 6 dB。
これは大幅に圧縮された録音の使用例に相当するもので
す。
正弦波 (100 ms): 1 kHz 正弦波信号、0 dBFS の入力レベル、
1 秒持続。
電流実行値は、100ms の時間枠で計算されます。この時間
枠は録音中 10 ms 単位で刻まれます。結果の値は、100 ms
時間枠内の 大電流です。

230 V AC / 50 Hz / 0.5 Ω ソースインピーダンス  - すべてのチャンネルが 駆動
状態 負荷

[Ω]
主電流
[A RMS]

力率 入力電力
[W]

出力電力
[W]

電力損
[W]

BTU/hr kCal/hr

スタンバイ - 0.26 0.22 13.5 - 13.5 46 12
スタンドバイ、音声で
オン

- 0.29 0.31 20.8 - 20.8 71 18

ReadyStandby - 0.43 0.54 52.6 - 52.6 179 45
Eco - 0.83 0.54 103 - 103 351 89
アイドル - 0.75 0.74 127 - 127 433 109
ノイズ CF 12 dB: 8 Ω

4 Ω
6.1
7.8

0.95
0.96

1300
1700

1000
1200

300
500

1024
1706

258
430

ノイズ CF 9 dB: 8 Ω
4 Ω

11.6
8.2

0.98
0.97

2550
1800

2000
1300

550
500

1876
1706

473
430

ノイズ CF 6 dB: 8 Ω
4 Ω

13
8.8

0.99
0.98

2900
1950

2300
1400

600
550

2047
1876

516
473

正弦波 max. 1 s 8 Ω
4 Ω

16.6
16.5

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

208 V AC / 60 Hz / 0.5 Ω ソースインピーダンス  - すべてのチャンネルが 駆動
状態 負荷

[Ω]
主電流
[A RMS]

力率 入力電力
[W]

出力電力
[W]

電力損
[W]

BTU/hr kCal/hr

スタンバイ - 0.28 0.20 11.9 - 11.9 41 10
スタンドバイ、音声で
オン

- 0.32 0.32 20.8 - 20.8 71 18

ReadyStandby - 0.46 0.53 50.2 - 50.2 171 43
Eco - 0.86 0.54 97 - 97 331 83
アイドル - 0.82 0.74 126 - 126 430 108
ノイズ CF 12 dB: 8 Ω

4 Ω
6.8
8.8

0.96
0.96

1350
1750

1000
1200

350
550

1194
1876

301
473

ノイズ CF 9 dB: 8 Ω
4 Ω

13.1
9.2

0.98
0.98

2600
1850

2000
1300

600
550

2047
1876

516
473

ノイズ CF 6 dB: 8 Ω
4 Ω

13.7
9.9

0.99
0.98

2750
2000

2100
1400

650
600

2218
2047

559
516

正弦波 max. 1 s 8 Ω
4 Ω

18.4
18.4

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
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技術仕様

120 V AC / 60 Hz / 0.2 Ω ソースインピーダンス  - すべてのチャンネルが 駆動
状態 負荷

[Ω]
主電流
[A RMS]

力率 入力電力
[W]

出力電力
[W]

電力損
[W]

BTU/hr kCal/hr

スタンバイ - 0.23 0.41 11.4 - 11.4 39 10
スタンドバイ、音声で
オン

- 0.32 0.50 18.8 - 18.8 64 16

ReadyStandby - 0.60 0.72 52.0 - 52.0 177 45
Eco - 1.44 0.60 104 - 104 355 89
アイドル - 1.26 0.86 130 - 130 444 112
ノイズ CF 12 dB: 8 Ω

4 Ω
12.1
15.9

0.96
0.96

1350
1800

1000
1200

350
600

1194
2047

301
516

ノイズ CF 9 dB: 8 Ω
4 Ω

18.8
16.6

0.98
0.98

2100
1900

1600
1300

500
600

1706
2047

430
516

ノイズ CF 6 dB: 8 Ω
4 Ω

19.7
17.7

0.99
0.98

2250
2000

1650
1400

600
600

2047
2047

516
516

正弦波 max. 1 s 8 Ω
4 Ω

25.2
27.7

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

100 V AC / 60 Hz / 0.2 Ω ソースインピーダンス  - すべてのチャンネルが 駆動
状態 負荷

[Ω]
主電流
[A RMS]

力率 入力電力
[W]

出力電力
[W]

電力損
[W]

BTU/hr kCal/hr

スタンバイ - 0.21 0.49 10.3 - 10.3 35 9
スタンドバイ、音声で
オン

- 0.34 0.55 18.7 - 18.7 64 16

ReadyStandby - 0.65 0.75 48.2 - 48.2 164 41
Eco - 1.54 0.61 94.8 - 94.8 323 82
アイドル - 1.45 0.88 128 - 128 437 110
ノイズ CF 12 dB: 8 Ω

4 Ω
14.9
19.9

0.97
0.96

1400
1850

1000
1200

400
650

1365
2218

344
559

ノイズ CF 9 dB: 8 Ω
4 Ω

21.2
20.8

0.98
0.98

2000
1950

1450
1300

550
650

1876
2218

473
559

ノイズ CF 6 dB: 8 Ω
4 Ω

21.0
21.1

0.99
0.99

2000
2000

1450
1350

550
650

1876
2218

473
559

正弦波 max. 1 s 8 Ω
4 Ω

30.3
32.7

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
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概要

4.1 コネクター

[1] 主電源コネクターソケット
Þ 14 ページの 5.2.1 章 "電源接
続" を参照ください。

[3] 出力コネクターソケット
Þ 16 ページの 5.2.3 章 "SPEAKER
OUTPUTS" を参照ください。

[2] オーディオ  INPUT (アナログ/デ
ジタル ) および LINK コネクター。
Þ 15 ページの 5.2.2 章 "オーデ
ィオ入力と出力コネクター" を参
照ください。

[4] ETHERNET.
Þ 17 ページの
5.2.4 章 "ETHERNET（デュアル・イ
ーサネット ・ポート）" を参照く
ださい。

[5]
[6]

GPI /GPO コネクター。
Þ 18 ページの 5.2.5 章 "GPI/GPO
(ハードウェアの 説明)" を参照く
ださい。

[7] 不具合コネクター。
Þ 18 ページの 5.2.6 章 "FAULT" を
参照ください。

4.2 制御および表示 - ユーザーインターフェイス

[9] ユーザーインターフェイス /ステ
ータスインジケーター

 [8] リセット
Þ 19 ページの 5.3.1 章 "RESET
(システムリセット )" を参照くだ
さい。

4 概要
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5.1 ラックへの取付と冷却

ラックへの取付
筺体は、標準的な 19 インチ機器ラックまたはキャビネッ
トに適合するように設計されています。

注意!

対応している d&b 機器を 19"ラックやキャビネットに 取
り付ける際には、
▪ 機器は図に示されるように、必ず適切なラック取り付

け用ネジと U ワッシャーを使用して 、フロントとリア
のラックイヤーに取り付けることが強く推奨されてい
ます。

▪ 代替的に、機器ラックまたはキャビネットの 内側に固
定された棚板を使用することもできます 。

冷却
温度条件はパワーアンプを 安全に運転するうえで 重要な
要因です。このアンプには、前方から筺体内へ空気を取り
込む 2 つのファンが内蔵されており、本機の背面に向か
って 暖かい空気を流します。
▪ 適切な空気フローが確保されるようにしてください 。
▪ 前面パネルの吸気口や後面パネルの通気口を塞いだ

り、何らかのもので覆ったりしないでください 。
▪ アンプが密閉キャビネット 内（例：固定設備用途）に

取り付けられる場合、密閉されたキャビネットを 開か
ずに、簡単に交換できるフィルターが 付いた追加のフ
ァンモジュールを使用してください 。

▪ 1 つのラックで、本アンプを D6 または D12 アンプと組
み合わせないでください。

▪ 反対の空気流で追加の熱を生成する他のデバイスと一
緒に、アンプをラックに入れないでください。

5 設置
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5.2 コネクター

5.2.1 電源接続

警告!
感電や火災の危険があります。

本アンプは保護クラス 1 の装置です。正しくグラウンド
（アース 接地）を行なわないと、筺体と制御機器内に危険
な電圧が発生し、感電を引き起こす原因となることがあり
ます。
▪ 本機は必ずグラウンド結線（保護アース ）されている

主電源にのみ接続してください 。
▪ 電源コードや主電源プラグの 外観に何らかの損傷がみ

られる場合は使用を避け、使用前に必ず交換してくだ
さい。

▪ 誤作動や危険発生時に本機の電源を即座に切ることが
できるよう、電源コネクターは常にアクセス 可能な状
態を保ってください 。
19 インチラックまたは同等のキャビネットを 使用して
いるために電源プラグへのアクセスが 不可能となって
いる場合には、ラックまたはキャビネット 全体の電源
プラグが常時アクセス 可能となっていることが 必要で
す。

▪ 主電源プラグを、負荷がかかった状態で接続または接
続解除しないでください。

本機を主電源電圧へ接続する前に、主電源電圧と周波数が
本機の背面パネルにある主電源コネクターソケット横の
定格ラベルに記載された仕様に沿っていることを 確認し
てください。
主電源範囲:
100 to 240 V AC, ~50/60 Hz, 1800 W.
powerCON® TRUE 1 TOP 主電源コネクターソケット [1]
は、背面パネルに取り付けられており、適切な電源コード
[1.1] が付属されています。
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5.2.2 オーディオ入力と出力コネクター
リアパネルには 、8 つの固定設備用途の Phoenix Euroblock
装着されています。ピン配列は以下の通りです。
▪ 4×アナログ入力 (A1 - A4)
▪ 2×デジタル  AES3 入力 (D1/2 および D3/4 - 4 チャンネ

ル) 、それぞれ対応する LINK 出力。
各入力チャンネルは、A から D の任意の出力チャンネルに
ルーティングすることができます 。Þ 入力ルーティング
アナログ INPUT （A1 - A4）
デジタル 入力の各ペアには、付属の 3 ピン Phoenix
Euroblock コネクター (メス) を使用できる 3 ピン Phoenix
Euroblock コネクター (オス) が用意されています。信号チ
ェーン内の次のデバイスに入力信号を供給 (リンク) する
ために、コネクターをケーブルタップとして 使用すること
もできます 。
仕様
ピン配列 ( ) GND, neg., pos.
入力インピーダンス 32 kΩ、電子バランス接続
CMRR @ 100 Hz/1 kHz/10 kHz >80/>80/>70 dB

大入力レベル（バランス/アンバランス） +25/+18 dBu
+27.3 dBu @ 0 dBFS

デジタル  INPUT と LINK (D1/2 - D3/4)
デジタル 入力の各ペアには、付属の 3 ピン Phoenix
Euroblock コネクター (メス) を使用できる 3 ピン Phoenix
Euroblock コネクター (オス) が用意されています。
対応するデジタル  LINK 出力 (1/2、3/4) は、シグナルチェ
ーンで、リフレッシュされた 入力信号を次の機器に送るた
めに使用することができます。信号の形状（信号の上昇、
立ち下がり）とレベルは、アナログバッファーアンプでリ
フレッシュされます 。
電源が落ちた場合でも信号チェーン内の信号が止まらな
いように、電源断リレーを搭載しています 。この状況で
は、デジタル 入力信号はアナログバッファーアンプをバイ
パスして 、直接 LINK 出力にルーティングされます 。
仕様
ピン配列 ( ) GND, AES Signal, AES Signal
入力インピーダンス 110 Ω、トランスバランス接続
サンプリング周波数 44.1 | 48 | 96 | 192 kHz
ビット深度 16 - 24 ビット
デジタル  LINK D1/2, D3/4 3 ピン Phoenix Euroblock オス:

電子バランス接続
アナログ信号バッファリング （リフレッシュ ）、パワーフェイ

ルリレー（バイパス ）

 

d&b 40D スタートアップマニュアル  1.5 ja 15



設置

5.2.3 SPEAKER OUTPUTS

警告!
感電や火災の危険があります。

感電の危険
アンプの出力ピンには危険な電圧が流れています。
▪ 絶縁処理され、正しいコネクターが取り付けられたラ

ウドスピーカーケーブルのみをご 使用ください。
▪ アンプの出力ピンを他の入出力コネクターピンやアー

ス（グラウンド）に絶対に接続しないでください。
▪ ブリッジモードは適用されません。
火災の危険
出力コネクターターミナル  (通電している 接点) の発熱を
防止するため、出力コネクターターミナルにはしっかりと
ケーブルを 接続しておく 必要があります。
▪ 付属の Phoenix Euroblock コネクターターミナル  [3] のみ

を使用してください 。
▪ 大線断面積 6mm2 (AWG 10)を守ってください 。
▪ 接点のネジが、すべてしっかりと 締め付けられている

ことを確認してください 。
推奨トルク 設定（ 小/ 大)：0.7/0.8 N×m。

▪ コネクターターミナルの 固定ネジが、デバイスの出力
コネクターソケットにしっかりと取り付けられている
ことを確認してください 。

アンプには、各アンプ出力チャンネルの組 (A/B、C/D) に
1 つずつ、計 2 つの Phoenix Euroblock コネクターターミナ
ル (メス) が装着されています。
出力コネクターのピンは、いずれも、以下のピン配列でハ
ードワイヤリングされ 、常時出力されています。
SPEAKER OUTPUTS A (B, C, D)
+ = Amp A (B, C, D) pos.
— = Amp A (B, C, D) neg.

メモ: 適用可能な出力モードの詳細は 40D リファレン
ス・マニュアルに 記載されており、www.dbaudio.com の
該当する製品ページからダウンロードできます。
各ラウドスピーカーシステムに 適用可能な出力モード
についての 詳細情報は、関連するラウドスピーカーの
取扱説明書をご覧ください。
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5.2.4 ETHERNET（デュアル ・イーサネット ・ポート）

注意!

シールド処理を施したネットワークケーブル （STP）のみ
ご使用ください！

本機では、d&b R1 リモートコントロールソフトウェアま
たは内蔵の Web リモートインターフェースを 使用した、
d&b リモートネットワーク 経由の標準的なリモートコン
トロールが可能です。
そのためには、上の RJ45（(ETHERNET 1/PRI） コネクタ
ーソケット（1 Gbit/100 Mbit –）を使用します。そこでは
ネットワークはスター 型トポロジーで配線されていなけ
ればなりません。デイジーチェーンには対応していませ
ん。

メモ: 一番下の RJ45 コネクターソケット (ETHERNET
2/SEC) は将来的に機能を実装するために用意されてい
るものであり使用可能な状態ではありません。

LED 表示
個々のコネクターの上にある 2 個の LED は、次の状況を表
示します。
緑 アクティブネットワークに 接続されている時は常時

点灯、データストリームが 伝搬されている時は点滅
します。

黄 ▪ 速度が 100 Mbit になると消えます。
▪ 速度が 1 Gbit になると継続的に点灯します。

スタートポロジー
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5.2.5 GPI/GPO (ハードウェアの 説明)
8 つまでのオプトカプラー式 GPI ピン [5] (General Purpose
Input（汎用入力）) と 4 つまでの GPO ピン [6] (General
Purpose Output（汎用出力）) が追加デジタルコントロール
ラインとして 使用できます。これにより、外部コントロー
ルや検出機能が可能になります。

メモ: GPIO の設定方法と、使用できるソフトウェアオ
ブジェクト （機能）の割当方法の詳細は
www.dbaudio.com の該当する製品ページでダウンロー
ドできる 40D リファレンス・マニュアルに 記載されて
います。

各 GPI ではレベル (ハイ/ロー アクティブ  - ノンラッチン
グ) またはエッジ (立ち上がり/立ち下がり - ラッチング)
トリガーを使用することができます。

メモ: GPI または GPO コンタクト 使用の際には以下の
点に注意してください 。
▪ 外部直流電源が必要です。
▪ GPI: 対応するピンは直列抵抗 5.4 kΩ のオプトカプ

ラーで接続されています。
▪ GPO: 対応するピンはリレー (Low-Side-Switch)を介し

て アースに 接続されています（GND/）。
GPO ピン毎の電流が 1 A を超えないことを確認して
ください。

技術仕様
外部電源 24 V DC ±25% (18 – 30 V DC)

電源容量 大 150 W

GPI 8 x オプトカプラー式（ガルバニック 絶縁）
ハイレベル 18 ... 30 V DC
ローレベル 0 ... 9 V DC
直列抵抗 5.4 kΩ
順電圧降下 (Uf ( 大)) 3.7 V
ピンごとの入力電流 @ 9/18/24/30 V DC

1.5/2.6/3.7/4.8 mA
コネクタータイプ 1 x 9 ピン Phoenix Euroblock オス
ピン配列 ( ) GND, GPIs 1 – 8

GPO 4 x Low-Side-Switch リレー
ハイ 閉 (共通 GPO アースに 接続)
ロー 開 (高抵抗)

大電流 1 A / 合計: 4 A
コネクタータイプ 1 x 5 ピン Phoenix Euroblock オス
ピン配列 ( ) GND, GPOs 1 – 4

5.2.6 FAULT
一般的なデバイスエラーを遠隔表示できるように、追加的
に 3 ピン Phoenix Euroblock 故障接点 [7] も用意されていま
す。

メモ:
▪ 対応するソフトウェアオブジェクトの 割当は固定さ

れており、ユーザーが 変更することはできません 。
▪ ファームウェアのアップデート 中は、故障接点は右

の図のように、ステータス  b) に切り替わります。

NO Normally Open（通常開）
C Common
NC Normally Closed（通常閉）

���

���

GPI | GPO
回路図と論理レベル表 (GPI)

FAULT
回路図とスイッチングステータス ：
a) デバイスがオンで動作中
b) デバイスがオフまたは一般的なデバイスエラー

 

d&b 40D スタートアップマニュアル  1.5 ja18

http://www.dbaudio.com


設置

5.3 制御および表示

5.3.1 RESET (システムリセット )
リセットボタン (RESET [8]) はリアパネルにあるデジタル
LINK D3/D4 コネクターターミナルの 横にあります。
誤ってシステムをリセットしてしまわないように 、ボタン
はわずかに窪んでいます。
システムリセットを 行う時は以下の手順で行ってくださ
い。

メモ: リセット後は、ネットワークおよび 固定のデバイ
ス設定を除き、工場出荷時のデフォルトにリセットさ
れます。

1. powerCON コネクターを解除し、反時計回りに回し、
デバイスを主電源から切り離します。

2. ペンなどの先端の尖った物で«RESET»ボタンを押し続
けます。

3. «RESET»ボタンを押したまま、powerCON コネクターを
時計回りに回して 、デバイスの電源を入れ直します。
↳確認のため長いビープ 音がします。

4. «RESET»ボタンから手を放し、2 秒以内にもう一度ボタ
ンを短く押します。
↳確認のための短いビープ 音の後、デバイスが再起動

します。

5.3.1.1 Network リセットオプション
以下のリセット手順を実行し、必要に応じてネットワーク

（IP）の設定をローカルで変更／編集することができます。
設定が変更され、デバイスがシャットダウンされると、デ
バイスの電源を入れ直したときにはネットワーク 設定へ
のアクセスは 再び無効になります。
1. 通常動作中に«RESET» ボタンを 5 秒間押し続けます。

↳確認のため長いビープ 音がします。
2. «RESET»ボタンから手を放し、2 秒以内にもう一度ボタ

ンを短く押します。
↳確認のための短いビープ 音が鳴ります。

反対側の図に示されているように、«Network»ナビゲ
ーションボタンをタップすると 、ネットワーク 設定
が編集可能になります。
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設置

5.3.2 TFT カラータッチスクリーン - ユーザーインターフ
ェイス

注意!

このタッチパネルには薄い軟質シートが採用されており、
鋭角な物で強く押すと 破損の恐れがあるのでご注意くだ
さい。

このユーザーインターフェイスは 、解像度 480 x 272 ピク
セルの 4.3" TFT カラータッチスクリーン [9] から構成され
ています。
この抵抗膜方式のタッチスクリーンは圧力に反応するた
め、手袋を着けていても指先で、または適切なスタイラス
ペンで操作することが可能です。

スクリーンコンテンツ
このディスプレイには 、チャンネルの設定/ステータス 、
デバイスの設定/ステータスの 全ての情報が表示されま
す。
スクリーンコンテンツの構成は、大きく 2 つに分かれて
います。«Channel»設定/ステータスを 含む«Home» ビュー
と«Device»設定/ステータスビューです 。

メモ: スクリーンコンテンツの詳細は、40D リファレン
ス・マニュアルに 記載されており、www.dbaudio.com の
該当する製品ページからダウンロードできます。

スクリーンコンテンツへのアクセス
Þ サブスクリーンにアクセスするには  ( ) 下の画像例

に示されているようにご希望のスクリーン項目をタ
ップします。

画面アクセスと構造図
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デバイス構成

6.1 初期デバイス設定
本機は主に、 d&b Remote ネットワーク 経由で、 d&b R1
Remote 制御ソフトウェアを使用してセットアップ 、操作
することを想定しています 。
R1 がすでにインストールされており 、機器が直接または
ネットワーク 経由で接続されている場合は、以下のように
操作してください ：

Þ スタートアップメニューから «R1 V3 Initial device setup»
を選択します。
↳R1 が起動し自動的に «Online» モードと «Service» が

表示されます。
画面の左側に接続されている機器の一覧が表示さ
れます。
画面の右側にある
«Filter» Þ «Initial device setup»
はデフォルト設定されており、機器を設定するため
の基本的なパラメータ（アルファベット 順）が表示
されます。

6.2 Web Remote インターフェース
テスト 済みの推奨ブラウザー
Windows： ▪ Firefox V22.0 以降

▪ Microsoft Internet Explorer V11 以降
▪ Microsoft Edge V12 以降
▪ Google Chrome V21 以降
▪ Opera V15 以降

macOS： ▪ Safari V6.0 以降
▪ Firefox V22.0 以降
▪ Google Chrome V21 以降
▪ Opera V15 以降

iOS： ▪ iOS 6 以降
Android： ▪ Mobile Firefox V27.0 以降

▪ Android Browser V4.4 以降

 また、Web Remote インターフェイスから 標準インターネ
ットブラウザを使用して 直接ユーザーインターフェイス
にアクセスすることもできます 。Web Remote インターフ
ェイスは主に一つのデバイスの設定を行うために使用し
ます。

メモ: Web Remote インターフェイスの 詳細は、40D リフ
ァレンス・マニュアルに 記載されており、
www.dbaudio.com の該当する製品ページからダウンロ
ードできます。

物理的セットアップとダイレクトコネクション
お使いのコンピューターの LAN コネクターポートを本機
の上部 RJ45（ETHERNET 1/PRI）コネクターソケット[4]に
接続します。。
工場出荷時に設定されている IP アドレス：
192.168.1.40。
本機にアクセスするためには 、本機と同一のサブネットに
あるコンピューターに手動で IP アドレスを割り当ててく
ださい。
1. ご使用になるネットワークアダプターに 関連するネ

ットワーク設定を起動します。
2. 対応するネットワークプロパティダイアログを 開き

ます。
3. 本機と同じサブネットの (255.255.255.0) 静的 IP ア

ドレス ( 192.168.1.11 など) を入力します。
4. 変更を確認してネットワークプロパティダイアログ

を閉じます。
5. Web Remote インターフェイスページを 表示するには、

インターネットブラウザーのアドレスバーにその IP
アドレス（192.168.1.40）を入力します。

6 デバイス構成
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整備/メンテナンスとお手入れ

7.1 整備

注意!
爆発の恐れがあります。

本器にはリチウムバッテリーが 内蔵されています。これ
は正しく装着しないと爆発の危険があります。
▪ d&baudiotechnik が認定し、相応の資格を有するサービス

スタッフに交換を依頼してください 。

本機器の蓋を開けないでください。内部にはユーザーが
修理できる部品はありません。何らかの損傷が生じた場
合には、絶対に動作させないでください。
以下のような時は、d&baudiotechnik が認定し、相応の資格
を有するサービススタッフに 修理や点検を依頼してくだ
さい。
▪ 本器内に異物や液体が入った。
▪ 本器が正常に動作しない。
▪ 本器を落下させた、または、筐体に損傷が生じた。

7.2 メンテナンスとお手入れ
一般的な使用方法の場合は、アンプのメンテナンスは行わ
なくても良いように設計されています。
冷却機能構造によりダストフィルターは 不要です。この
ため、フィルターの 交換や清掃の必要がありません。
ただし、吸気口はグリルで覆われているので、適切な掃除
機を使って 定期的に清掃（埃の吸引）しなければなりませ
ん。

7.2.1 タッチスクリーンのお手入れ
時間の経過に伴い、タッチスクリーンのクリーニングが必
要になることがあります。
この場合は、以下の手順で作業を行ってください ：
▪ 柔らかい布のみをご使用ください。
▪ 溶剤クリーナーは絶対に使用しないでください。
簡単に落ちない汚れがある場合には、液晶画面専用のクリ
ーニングスプレー等を使用し汚れを落とすことができる
こともあります。これを行う場合は以下の手順で作業を
行ってください ：
1. 画面を拭く前に、柔らかい布の上にスプレーします。

↳液体が装置に侵入する可能性があるので、画面に直
接スプレーを塗布/噴射しないでください。

2. 適度な圧力で画面を拭きます。

7 整備/メンテナンスとお手入れ
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製造者宣言

8.1 適合宣言
この宣言は、以下の製品に適用されます。

d&b Z2830 40D アンプ

製造者 d&b audiotechnik GmbH & Co. KG.
製品バージョンの全てが初期仕様に一致していますが 、後
に設計または電気的変更が行われないことを前提として
います。
弊社は、本製品が該当する指令の規定条項（全ての修正を
含む）に準拠していることを 宣言いたします。
該当する宣言の詳細は、d&b にご要請頂くか、
www.dbaudio.com の d&b ウェブサイトからダウンロード
することもできます 。

8.2 WEEE 宣言（廃棄について）
 電気及び電子機器を廃棄する際は、必ず他のゴミと分別し

てください。
本機器を廃棄する時には、お住まいの国や地域の関連する
法律や条例に従ってください 。廃棄の際に不明な点があ
る時は、お買い上げの販売店、または d&b audiotechnik ま
でお問い合わせください。
WEEE-Reg.-Nr. DE: 13421928

8.3 ライセンスと著作権
本機には、さまざまなオープンソースライセンスの 下でリ
リースされた 、ソフトウェアコンポーネントが 含まれてい
ます。これらの部品は、d&b ファームウェアと 一緒に提供
されます。
部品リストおよびライセンスや 著作権の全文は、アンプの
Web Remote インターフェースを 使用してアクセスできま
す。
Þ «Web Remote» インターフェースページの 左上にある

d&b ロゴを選択すると、«Licenses and Copyright» 情報ペ
ージアクセスすることができます 。

このページには、本製品で使用されているオープンソース
ソフトウェアの 概要が説明されています。GPL および
LGPL ライセンスで 規定されているように、弊社では、請
求があった場合に、本器で使用されているソースコードを
ご提供します。これをご希望の方は、以下の住所に郵送で
ご連絡なさるか、 software.support@dbaudio.com

8 製造者宣言
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